
活動団体名：コラコラ（Coral Collabo)
活動地域 ：八重山諸島

活動におけるテーマ
『島全体がつながりあう“巡る島”』

令和5年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む
昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✔



活動団体と地域の紹介
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私たちコラコラ（Coral Collabo)は石垣島を拠点に活動する今年設
立5年目となる任意団体です。
八重山のかけがえのない自然を守るために、八重山地域の自然に優

しいローカル認証を作り、その認証事業者を増やすことが、サンゴ礁
海域の衰退を止めることにつながると考えました。さらに、サンゴに
ついて知ることをキッカケにして自然環境全般に意識を向けてもらい、
私たち自身が暮らしを見直してみることが大切だと考えています。

2019年から始まった勉強会でサンゴに優しい取組みのアイディアを
出し合って、農業と飲食業におけるガイドラインが出来上がり、参加
型ローカル認証制度としてスタート。現在では宿泊業のガイドライン
も完成し、認証事業者が19組誕生しています。
今後もさらに他の業種へとガイドラインを広げて

いくために活動を続けています。

使わない
① 合成洗剤を使わない
② 脱プラスティック
③ 化学調味料を使わない

環境を考える
④ 取り組みの表示
⑤ 油を排水溝に流さない
⑥ 生ごみコンポストの設置

食べ物を考える
⑦ 八重山食材100％の

メニューをひとつ作る
⑧ 八重山食材50％以上使用
⑨ フードロスゼロを目指す

使わない
① 除草剤を使わない
② 農薬を使わない
③ 化学肥料を使わない

環境を考える
④ 畑の周りの排水溝の掃除
⑤ 自然に還る資材を選ぶ
⑥ 赤土流亡を防ぐために
グリーンベルトを植える

生き物を考える
⑦ 島にある有機物を使った

土作り
⑧ 畑の植物の名前が分かる
⑨ 畑に棒が１ｍ以上刺さる農

飲食
宿

暮らしを考える
⑦ 取り組みの表示
⑧ マイバック、マイボトル

持参のお願い
⑨ 自然と共にある暮らしを提案

環境を考える
④ 省エネ・節水
⑤ 生ごみコンポストの設置
⑥ 合併浄化槽の設置もしくは
下水道への接続

使わない
① 使い捨てアメニティを提供しない
② 合成洗剤を使わない
③ 化学繊維製品を使わない



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

環境保全
への想い
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ゴミはゴミにならずに資源として循環し、人的な資源も循
環することで、島全体がつながりあう「巡る島」
「人々の充足感」と「自然環境の再生」が両立する
社会が、私たちの目指す地域の姿

コアチーム

すでにまき込んでいる

すでに声を掛けている

地域課題

地域資源

取り組み

取組成果

担い手

連携

今後期待される連携

排水によ
る海洋へ
の汚染

農作物の
規格・廃棄

廃棄される
食品容器資材

通年豊富な
草木資源

葉っぱによる
代替品

土に還る
容器資材

食品廃棄なくす
自然農の普及地域資源

廃棄される
赤瓦

浄化槽＋バイ
オジオフィル
ターの組合せ

排水浄化

葉っぱ
包装

TT
石垣島

脱炭素 亜熱帯気候で
分解が早い

コンポスト

CO2削減

キエーロ

サンゴの衰退や
島の自然破壊

コラコラ認証

サンゴに優し
い経済循環

認証
事業者
（飲食）

認証
事業者
（農）

島外から
の物流

大量廃棄物

人と人の
コミュニケーシ

ョン

大ぶつ市

必要なもの
が循環し
ごみが減る

大ぶ
つ市

大量廃棄される
ペットボトル

人々の意識

マイボトル/給水所
缶への切り替え

ペットボトル
削減

MMO

認証
事業者
（飲食）

葉っぱ
包装

TT
石垣島

大里
売店

堆肥
センター

市こども
家庭課

しあわせ
さまさま

NPO
夏花

耕種
農家

畜産
農家

石垣
マルシェ

SII

西表島

竹富島

市企画
政策課

市農政
経済課

地域の
金融
機関

NPO
石西
礁湖

与那国
町

かね
ひで

琉球
イオン

わくわく
サンゴ
石垣島

サンエ
ー

ユーグ

レナ㈱

たんぼ
部

市
クリーン
センター

最終
処分場

飲食
店

自動
販売機
事業者

メタン
発酵
装置

コラ
コラ

一般
家庭
（使用
中）

竹富町

田畑活用の
食育教育たんぼ

部

高校生
制服リ
サイク
ル

石垣市
青空市

石垣市
環境課

PCCY

地域お
こし協
力隊

企業系
ホテル

認証事
業者

（宿泊）

コラ
コラ

認証事
業者

（宿泊）
認証

事業者
（農）大ぶ

つ市MMO

こども
センター

キエーロ

NPO法
人環境
市民
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4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

コラコラ
・

認証事業

部活動

協定締結（活動予算執行開始）

◆キックオフ ◆成果報告会

◆活動団体成果報告書提出

◆中間報告会

年間スケジュール

ステークホルダーミーティング◆

共生圏フォーラム

◆総会
◆月刊やいま掲載

◆先進地視察(沖縄本島)
◆月刊まーる連載開始

◆マルシェ

◆視察受入れ
◆上映会

◆Rainbow Forest（宿）◆いつもはれ（飲食）◆ロチュスブルー（宿）◆WaToWa（飲食） 認証事業者勧誘

大☆ぶつ市

◆リラクゼーションガイドライン 新規ガイドライン検討

海プラSH会議

◆田んぼ部稲刈り田んぼ部活動 ◆自然栽培米の抽選会 食育活動など

◆キックオフミーティング◆パパイヤストロー 葉っぱ包装活動

先進地視察(宮古島)◆

◆あまくま環境活動交流会参加

◆tsudoutoikou  ◆月虹農園 認証事業者ワークショップ

◆市民大学（気候コラージュ）
◆全国スーパーマーケット調査に参加

◆飲食☆の追加2件

◆中間共有会

◆4/22     ◆5/6、5/27 ◆6/24                        ◆8/26 ◆9/10               ◆10/28        ◆11/18     ◆12/17 ◆1/27 ◆2/24

◆パネルシアター

◆マルシェでの展示◆竹富島でのＷＳ キエーロの普及・販売活動

◆マルシェでの給水所活動 給水所の勧誘などの活動



今年度チャレンジした主な取組内容
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取組①
「新分野ガイドライン作成」

取組②「マルシェでリユース容器
と食器の取り組み

【活動内容】
コラコラ主催のマルシェを3年ぶりに
開催。その中でR4年の最終共有会の
際に視察をしたmegloo（メグルー）
のリユース容器を実験的に取り入れる
試みを実施。他にもリユース食器を取
り入れたことで、ほとんどごみが出な
いマルシェを実施することができた。

【成果や気づき】
返却結果 megloo 70個すべて返却
リユースカップ 100個中91個返却
リユース丼 50個、皿200個すべて
マンパワー不足で、リユース食器の返
却を明確に声掛けできていなかったに
もかかわらず、高い返却率であった。
meglooはイベント終了後にも回収で
きるようにしたが、回収場所の店舗営
業時間が早かったため、不便という声
があった。目立つデザインの専用回収
箱などが準備できたらもっとスムーズ
だったと感じている。
この成果を踏まえて、石垣島にシェア
リングリユース容器を普及させたいと
考えている。
【活動の様子（写真など）】

取組③「ローカルな電子媒体に
認証事業リレーエッセイを連載」

【活動内容】

人と人をつなぐWebマガジン月間ま

ーるに「コラコラな人々～自然に優し
いローカル認証」として認証事業者の
リレーエッセイを10月から連載。コ

ラコラの取り組みやどうしてこの事業
を始めたのか、５０年後１００年後の
石垣島を思い描いた内容など、コラコ
ラが大事にしている世界観を伝える発
信になっている。

【成果や気づき】

地元のコワーキングスペースを運営会
社によるWeb媒体で、閲覧数は多く

ないが、ローカルなつながりを構築す
る意義を感じてる。プラットフォーム
がnoteなので、ハッシュタグなどによ

り、地元を飛び越えてどこかに引っか
かる人が現れることを期待したい。

【活動の様子（写真など）】

【活動内容】

コラコラ認証の考えに賛同したマッサ
ージ業の人が、自分たちでもガイドラ
インを作ってみたい、と意欲を持って
くれて、リラクゼーション分野におけ
るガイドラインを作成した。

【成果や気づき】

私たちの活動に賛同してくれて、自ら
自分の業態へのガイドライン作成に意
欲を見せてくれた人がいたことがとて
もうれしかった。

ガイドラインを作成する際にどこまで
のカテゴリーに広げるか狭めるかで悩
んだ。ワーキングチームの男女比を
半々にすることが難しかった。

環境のことを考えたガイドライン作成
の難しさを再認識した。

【活動の様子（写真など）】



• 地域プラットフォームとして部活動グループが

連携・構築され、活動が継続している。

• コラコラ認証 ・大ぶつ市 ・MMO ・たんぼ

• 海洋プラ削減SH会議 ・葉っぱ包装

• キエーロ ・パーマカルチャーセンターやいま

現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】

• コラコラ認証が認知されること

で、付随した活動も広がってい

くように感じている。

• 部活動化することで、それぞれ

のチームがそれぞれに動き出し、

広がりを見せている。

• 部活動の広がりにより、コラコ

ラ事務局以外のコアメンバーが

徐々に増えてきている。



取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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● 認証事業者が増えることで、新しいネ

ットワークができてきた。

● 認証事業者の中で事務局に参加してく

れるメンバーが加わり、活動の視野が

広がった。

● マルシェは初回から２年も間が空いて

第２回の開催だったが、沢山の来場者

があり、団体の活動への一定数の理解

や期待があっての効果だと感じた。

● 昨年度最終共有会の際に先進事例とし

てお話しを伺った株式会社カマンとの

つながりを生かせて、マルシェのリユ

ース容器利用や、ステークホルダー会

議での講師をお願いするなど、協力関

係が築けた。

● 一方で立ち上げ当初に考えていた農・

飲食・宿のトライアングルの連携が機

能していない現状がある。今後この連

携をどう実現するかが課題。

● 農業の認証事業者が増えないとなかな

かこのトライアングルが立ち行かない

実情があるが、農の認証について一度

精査が必要では、という声もある。

● 理想は環境に配慮した取り組みをして

いる認証事業への経済循環を作ること

だが、鶏が先か卵が先か、という実状

がある。

● コラコラという団体としてのやりたい

こと、やれることの整理が必要かと考

える。



活動における今後の展望

7

• 今後は地域循環共生圏を八重山地域で持続と拡大していくために、コラコラで

受け持つことが厳しいと判断し、ステークホルダーとして連携しているNPO
法人石西礁湖サンゴ礁基金を中間支援主体と位置付けて、共生圏の曼陀羅を継

続できるようシフトしていきたい。

• 今までコラコラが中心で行ってきたことは、しまのしぜんまもる協議会という

マルシェを実施することを目的にした活動団体が担い、その周りにコラコラも

含む各活動団体が位置するような曼荼羅へと変化させたい。

• 今後はしまのしぜんまもるマルシェを通して、実証実験なども取り入れ、八重

山の自然環境負荷を減らすための取り組みをシステムとして定着できるように

してきたい。

• しまのしぜんまもるマルシェVol.2で実証実験したリユース容器のシェアリン

グサービスを今後石垣島のテイクアウトの容器として定着できるように、参加

事業者や企業などを募り、システムとして市民が利用できるように取り組みた

い。

• それ以外の部活動もそれぞれ素晴らしいアイディアがたくさんあるので、実現

させていきたい。
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活動の様子①
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活動の様子②



しまのしぜんまもるマルシェVol.2の成果①

芝浦工業大学 石垣島をもっと元気にプロジェクト https://www.instagram.com/ishigaki_genki/

石垣島のサンゴ礁保全を目的に、農地からの赤土流出問題に注目し活動している学生団体。自然環境による文化形成に
も着目し、現在の石垣島が抱える問題を複数のソリューションによって解決して包括的なサンゴ礁保全を行うことを目
標に活動している。令和5年で活動16年目。

マルシェの様子動画
https://www.instagram.com/reel/CxKA0LTvQgK/?utm_source=ig_web_copy_link&igshid=MzRlODBiNWFlZA==10

2023年9月12日八重山毎日新聞掲載

https://www.instagram.com/ishigaki_genki/
https://www.instagram.com/reel/CxKA0LTvQgK/?utm_source=ig_web_copy_link&igshid=MzRlODBiNWFlZA==


コンポストバケツの中身

• ウエットティッシュ 6枚
• 紙コップ 1個
• 紙ストロー 6本
• プラストロー 2本
• バガスストロー 1本
• 木のスプーン 3本
• ティッシュペーパー 1枚
• コラコラシール 6枚

ゴミ

以下のものはコンポストへ

• くし切りレモン
• パパイヤストロー
• シークワーサー
• 月桃の種
• レモングラスのサンぐわー
• 包みに使われていたらしき月桃の葉
• ツドイコの流しのゴミも少し含む

等

しまのしぜんまもるマルシェVol.2の成果③

11
およそ300人以上の来場者があったイベントで、ゴミがこれしか出なかったという記録
は素晴らしい成果でした！
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ステークホルダーミーティングの様子
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視察の様子
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